














 
 
 

－産業廃棄物処理計画－        

【基本方針】＜2025 年度（令和 7 年度）＞ 
 

Ⅰ．当該事業場の事業概要 

事業場名  甲信アルプスホーム株式会社 

所在地 
長野県松本市笹部１－３－６ 

事業場従業員数   ４０名  

資本金  ５０００万円 

設 立  昭和６１年４月１１日 

今年度重点管理方針及び目標 

 

イ．環境目的・目標に掲げた「新築系産業廃棄物処理処分量削減」達成のために、 

諸策を実施する。 
※処理処分量とは、発生量にリサイクル率を反映したもの 

 

【新築系】新築工事より発生する廃棄物処理処分量削減、リサイクルを推進する。 

    ＜優先品目＞ 梱包材、石膏ﾎﾞｰﾄﾞ、木くず 

＜目  標＞  廃棄物処理処分量  8.90 ㎥/棟(45 坪換算) 

≪2026 年度 8.90 ㎥/棟を目指す≫ 

 

【解体系】リサイクルを更に推進する。 

 ＜優先品目＞ 木くず、コンクリート 

 ＜目  標＞  木くず再資源化等率 100%、コンクリート再資源化 98% 

 

 

 

ロ．廃掃法による排出事業者責任強化に対応するため廃棄物の適正処理をより推進する｡ 

    ＜目  標＞ 1.マニフェスト情報管理システムの定着により、処理ルートの指定、 

              最終処分までの確認を着実に行う。 

             2.委託契約先処理施設の現地確認を行う。（処理処分委託契約業者） 

             3.電子マニフェストシステムの運用率向上を図る。 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

Ⅱ．処理計画の策定事項 

 

1． 計画期間 

 

 

 

2． 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物管理責任者 

職位 三井ホーム本社 建設事業推進部長 

権限 
産業廃棄物に関する業務の責任者として、三井ホーム部・支店及びＦＣ会社の

業務遂行を指揮・管理する。 

 

廃棄物処理統括責任者 

職位 
三井ホーム各事業本部の建設事業部長、支店長、及び 

ＦＣ会社技術責任者 

権限 
廃棄物処理に関する三井ホーム部・支店及びＦＣ会社の最高責任者として、部

下を指揮・監督し、業務執行を統括する。 

 

廃棄物処理責任者 

職位 
MH 建設事業部生産ｸﾞﾙｰﾌﾟ長・施工ｸﾞﾙｰﾌﾟ長、ｵｰﾅｰｻﾎﾟｰﾄ部技術室長・ﾘﾌｫｰﾑ営業室

長、及び FC 会社技術責任者もしくは廃棄物処理統括責任者が任命する者 

権限 部下を指揮・監督し、廃棄物処理に関する業務を遂行する。  

 

廃棄物処理担当者 

職位 三井ﾎｰﾑ 部・支店・ＦＣ会社工事担当者・ｵｰﾅｰｻﾎﾟｰﾄ担当者・ﾘﾌｫｰﾑ担当者 

権限 廃棄物処理責任者の命を受け、廃棄物処理に関する業務を遂行する。 

2025（令和７）年 ４月 １日～2026（令和８）年 ３月 31 日 

 
   

           三井ホーム 本社 建設事業推進部長 
 
   
 

                          甲信アルプスホーム株式会社 取締役技術部長 
 
 

  
                  甲信アルプスホーム株式会社 各拠点 工事グループ長 

 
 

  
               甲信アルプスホーム株式会社 各拠点 工事担当 

 
                
                
 

   

廃棄物管理責任者 

廃棄物処理統括責任者 

廃棄物処理責任者 

廃棄物処理担当者 



 
 
 

ハ．産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニ．産業廃棄物の分別に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホ．産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へ．産業廃棄物の処理に関する事項 

 

 

 

１）部資材ロット単位や拾い基準の見直しによる排出量の削減を推進する。 
２）造作材プレカット・省梱包化・養生材の再利用の検討をし、実施する事で現場 

  排出量を抑制する。 
３）現場分別の徹底策を実施し、現場排出量の体積を減量化する事で現場排出量を 
  抑制する。 
 
 

１）新築系産業廃棄物は、原則以下の品目ごとに分別し排出する。 
   ＜袋詰め排出＞①廃石膏ボード②廃プラスチック類③木くず④紙くず⑤金属くず 
              ⑥その他（ガラス陶磁器くず、コンクリートガラ他） 

＜束ねて排出＞ ⑦長尺材（ランバー等はカットのうえ束ねる）⑧段ボール 
２）解体系産業廃棄物は建設リサイクル法の定める手順を遵守し、分別解体を行う。 
  また、特定品目（木くず、コンクリート）の再資源化施設への処理委託を行う。 

１）現場での分別排出を徹底する事により再生利用を促進する。 
２）段ボール等を有価材再生事業者へ委託し、リサイクルを推進する。 
３）有用な木材の自主回収を促進し、マテリアルリサイクルを推進する。 
４）廃棄物処分業者への委託に際し、リサイクルへ向かう処理ルートを優先･指示する。 
５）廃石膏ボードを石膏ボードメーカーへ持ちこみリサイクルを推進する。 
 

１）産業廃棄物の収集運搬、処理処分を委託する場合には、事前に収集運搬業者と 
  処理処分業者のそれぞれ個別に書面により委託基本契約を締結する。 
２）処理の工程の確認は、廃棄物管理票（マニフェスト）により行う。 
３）新築系においては可能な限り袋詰め分別排出を行い、解体系においては現場 
  での分別排出(解体)及び再資源化施設での処理委託を推進する。 
４）委託契約先処理施設の現地確認をおこなう。 
  中間処理場・リサイクル施設および積替え保管場所－年 1 回 
  最終処分場－３年に１回 


